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Ⅰ．緒　言
　大腿四頭筋は身体活動における下肢の基本的動作

の主働筋であり，体重の支持などに重要な役割を果

たしている。荷重下での運動機能には大腿四頭筋の

筋力が重要であるとともに1-4)，多くのスポーツ障

害の発生も下肢が大半を占めることから，大腿四頭

筋の筋力測定は多くのスポーツ選手にとって必要

な評価であると思われる5)。また，膝関節のスポー

ツ外傷・障害からの復帰過程で実施されるアスレ

ティックリハビリテーションにおいても，大腿四頭

筋による膝関節伸展力の評価は，最も重要な評価項

目のひとつである。

　筋力評価には専用の測定機器が必要となる事が多

い。専用の測定機器で行う筋力測定は，正確な評価

が可能である反面，機器が高価なことが多く，ま

た，測定場所も機器を設置してある場所に制約され

てしまうことが多い。さらに，スポーツ障害発生の

予防目的で集団を対象として測定する場合は，測定

に伴う時間的な問題も生じることから，実際のス

ポーツ実施現場では，専用の機器を用いて筋力測定

を実施できることが少ないのが現状である。

　そこで本研究では，現場で簡便に大腿四頭筋の筋

力評価を実施する手法を確立することを目的とし，

フォワードランジにおける最大踏み込み幅が膝関節

伸展力の評価として応用可能かどうか検証すること

を目的とした。

Ⅱ．方　法
１．対象

　対象は，鹿屋体育大学バスケットボール部に所

属する男子選手17名（年齢：20.0±2.2歳，身長：

177.8±6.4cm，体重：72.0±7.9kg）および女子選

手23名（年齢：20.3±1.7歳，身長：167.5±5.5cm，

体重：59.9±5.0kg）の計40名とした。

２．形態の測定

　形態測定として，体重，下腿長および転子下長の

測定を行った。体重はタニタ社製のデュアル周波数

体組成計（DC-320）を用い，0.1kg単位にて計測し

た。下腿長は金属製のメジャーを用い，立位にて膝

窩皺から足関節外果までの長さを0.1cm単位で計測

した。転子果長も金属製メジャーを用いて，仰臥

位にて大腿骨大転子から足関節外果までの長さを

0.1cm単位で計測した。

３．膝関節伸展筋力の測定

　等尺性最大随意性収縮（maximal voluntary 

contraction: MVC）による膝関節伸展筋力を右脚に

ついて測定した。測定は，竹井機器工業社製片脚

筋力測定台（T.　 K.　 K.　 5715）にテンションメーター

D（T.　 K.　 K.　 5710e，竹井機器工業社製）を接続し

た装置を用いて実施した。測定時の被検者の姿勢

は，股関節および膝関節90度屈曲位の座位姿勢と

し，右足関節にテンションメーターDに直結したス

トラップを装着した。MVC中の姿勢変化を防ぐた

め，ストラップを用いて腰部を固定した。測定の開

始に先立ち，測定動作になれるために最大努力の

30 ～　60%に相当する力発揮を数回行わせた。力

発揮はランプ状に行わせ，3～4秒かけて徐々に力

発揮して最大筋力まで達し，その後2秒間程度は最

大筋力の力発揮を維持するように指示した。測定は

試行間に3分以上の休息を設け2回行った。1回目

と2回目の数値の差が10%以上ある場合には3回目

の測定を実施した。得られた試行の中で最大値を膝

関節伸展力として採用した。膝関節伸展筋力は，下

腿長を掛け合わせることで膝関節伸展トルク（knee 
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extension torque: KET）に換算し，体重で除した

値（KET per body mass: KET/BM）で表した。

４．フォワードランジにおける最大踏み込み幅

　フォワードランジにおける最大踏み込み幅は，床

に引いたラインから右下肢を前方に最大で踏み込ま

せ，左下肢の趾尖部から右下肢の趾尖部までの距離

を金属メジャーで1cm単位で計測した。被験者に

は「踏み込んだ後に足を蹴って，元の姿勢に戻って

くるように」と指示をし，踏み込んだ右下肢で床

を蹴り，元の姿勢まで戻れた場合を成功試技とし

た。測定は十分な練習を行った後，試行間に3分以

上の休息を設けて2回実施し，得られた試行の中で

最大値を採用した。フォワードランジにおける最大

踏み込み幅は，体格の影響を除くため転子果長で除

した値（Forward Lunge Distance per Trochanto-

Malleous Distance: FLD/TMD）で表した。

５．統計処理

　得られた数値は全て平均値および標準偏差で記述

した。膝関節伸展力とフォワードランジにおける

最大踏み込み幅との関係を検討するため，Pearson

の積率相関分析を用いて検討した。全ての統計処

理には統計解析ソフトウェア（SPSS ver.　 15.　0 for 

Windows）を用い，有意水準は5%未満とした。

Ⅲ．結　果
　体重あたりの膝関節伸展トルクが強いほどフォ

ワードランジにおける最大踏み込み幅は大きく，両

者の間にはr=0.54の正の相関関係が認められた

（図1）。

Ⅳ．考　察
　本研究は現場で簡便に大腿四頭筋の筋力評価を実

施する手法を確立することを目的とし，フォワード

ランジにおける最大踏み込み幅が膝関節伸展力の評

価として応用可能かどうか検証することを目的とし

た。その結果，体重あたりの膝関節伸展トルクと

フォワードランジにおける最大踏み込み幅には有意

な正の相関関係が認められ，フォワードランジでの

最大踏み込み幅によって膝関節伸展力の評価が可能

であることが明らかとなった。

　大腿四頭筋の筋力評価は，膝関節におけるアスレ

ティックリハビリテーションの指導現場において，

図１．膝関節伸展力とフォワードランジにおける最大踏み込み幅との関係

　　　FLD/TMD: Forward Lunge Distance per Trochanto-Malleous Distance

　　　KET/BM: Knee Extension Torque per Body Mass
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ケガの回復状況や復帰条件を検討する際の重要な情

報のひとつである。しかし，大腿四頭筋の筋力測定

では，専用の測定機器が必要となる場合が多く，そ

のために測定場所も制約されてしまうことから，ス

ポーツ現場において機器を用いた筋力測定を実施す

ることは少ない。

　以前よりアスレティックリハビリテーションの現

場において，簡便に筋力評価を行う方法を求める声

は多くあがっていた。山本らは現場で簡便に下肢筋

力の評価を行う手法として，異なる高さの台を用い

た立ちあがりテストによって下肢筋力の評価を行う

手法を報告している6)。しかし，この手法では異な

る高さの台を準備し，持ち運ばなければならない

が，本研究で示したフォワードランジの最大踏み込

み幅による手法はメジャーのみで可能であることか

ら，より簡便な手法であると言える。

　本手法の問題点として，アスレティックリハビリ

テーションの現場でケガからの復帰を目指している

選手を対象とした場合，フォワードランジ時にバラ

ンスを崩す危険性が考えられ，アスレティックリハ

ビリテーションの初期段階では転倒などのリスク管

理に十分な配慮が必要である。しかし，この点は前

述した山本らの手法6) においても同様であろう。他

には，フォワードランジにおける最大踏み込み幅

と，股関節および下腿の筋力との関係は不明であ

り，これらの要因が評価値にどの程度影響を与えて

いるのかについては，今後明らかにしていく必要が

あると思われる。しかしながら，本手法の最大の利

点として，メジャーがあれば場所や時間の制約も受

けずに下肢筋力の評価を行うことができることであ

り，今後はアスレティックリハビリテーションの現

場だけではなく，幅広い現場での活用が期待される。

Ⅴ．まとめ
　本研究は現場で簡便に大腿四頭筋の筋力評価を実

施する手法を確立することを目的とし，フォワード

ランジにおける最大踏み込み幅が膝関節伸展力の評

価として応用可能かどうか検証することを目的とし

た。その結果，体重あたりの膝関節伸展トルクと

フォワードランジにおける最大踏み込み幅には有意

な正の相関関係が認められ，フォワードランジでの

最大踏み込み幅によって膝関節伸展力の評価が簡便

に可能であり，様々な現場での活用が期待できるこ

とが示された。
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